
募集要項
1. 募金の名称
創立100周年記念事業募金

2. 募金の主な目的・使途
〇生徒及び学生支援
施設の大規模改修・再編（総額約90億円規模になることを想定しております）
（1）大学：研究・実習施設の整備・新設、事務管理棟の集約化など
（2）高校：基本方針として、現有施設を活用し続けるための計画的改修など
（3）附属施設：旧精農寮保存のための改修、馬術部施設の移転・新設、

研修館周りのインフラ整備など

※内容は変更となる可能性があります

3. 募金の目標額

20億円（毎年2億円以上）

4. 募金の期間
2024年7月1日～2034年3月31日

5. 募金の額（単位）
個人 一口5,000円 （一口未満でも喜んでお受けいたします。インターネットからの募金は

システムの都合上、1,000円からの受付となります。）

法人 一口50,000円

6. 募金主体
学校法人酪農学園

7. 申込および振込の方法
個人の方はインターネットによる寄付、指定の払込取扱票による寄付、

直接お持ち込みによるご寄付があります。法人からのご寄付は、上記に加え
銀行振込が可能です。詳細はホームページをご確認ください。

募金趣意書

2033年に、我々学校法人酪農学園は創立100周年を迎えます。本年2024年度を、10年後に創立100
周年を迎える準備を開始する“初年度”として位置づけ、『酪農学園創立100周年記念事業プロジェク
ト』を立ち上げて、将来ビジョンの構築を進めているところです。

10年後の社会動態を見据えれば、『就農人口減少トレンドにおける食料自給率の向上』、『人獣共通感
染症や薬剤耐性菌への対処』、『野生動物との共生』などの諸課題を、『脱炭素』ならびに『生物多様性の
向上』を両立させながら、地域と共に解決推進できる人財輩出が、これまで以上に必要とされていることで
しょう。

今から10年後、酪農学園内が希望に満ち溢れて100周年を迎え、その先も活き活きと輝き続けるために
は、生徒・学生が集い、学び、生活する場である教育・研究施設の、計画的改修・再編は、その質（バリア
フリーなどの快適さを含む）と効率（特に脱炭素）を上げるためにも必須と考えております。先輩たちが残
してくださった魅力溢れる学園風景も大切にしながら、『生徒・学生1st』の視点で取り組んでまいる所存
です。

この未来への投資費用は、自己資金に加えて、外部からの借り入れで賄うことを想定しておりますが、皆
様からの温かいご寄付でのご支援をいただきたく、下記の通りお願いする次第です。経済状況が厳しさを増
す状況下において、誠に恐縮するばかりではございますが、今後とも本学園の活動にご理解とご支援を賜り
ますよう、心からお願い申し上げます。

酪農学園をご支援いただいております皆さまへ
学校法人酪農学園 理事長 髙島 英也

酪農学園大学 学 長 岩野 英知
酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校 校 長 石川 和哉


